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	応用
	抗原情報
	背景
	ミトコンドリア融合とアポトーシスの制御に必要なダイナミン関連GTPase。ミトコンドリアクリステに貯蔵されたタンパク質の拡散障壁を形成する可能性がある。内因性アポトーシスシグナルに応答したタンパク質分解プロセシングにより、OPA1オリゴマーが分解され、カスパーゼ活性化因子シトクロムC（CYCS）がミトコンドリア膜間腔に放出される可能性がある。ダイナミン関連GTPaseは、ミトコンドリア融合とミトコンドリア分裂の平衡を制御することで、正常なミトコンドリア形態に必須である（PubMed:16778770、PubMed:17709429、PubMed:20185555、PubMed:24616225、PubMed:28746876）。ミトコンドリア融合を促進する最適な活性を得るには、アイソフォーム1とより短い代替産物との共発現が必要である（PubMed:17709429）。カルジオリピンなどの負に帯電したリン脂質に富む脂質膜に結合し、膜のチューブ化を促進する（PubMed:20185555）。固有のGTPase活性は低く、脂質膜との相互作用によって著しく増加する（PubMed:20185555）。アポトーシス時のクリステのリモデリングとシトクロムcの放出に関与する（類似性による）。固有のアポトーシスシグナルに応答するタンパク質分解プロセシングにより、OPA1オリゴマーが分解され、カスパーゼ活性化因子シトクロムc（CYCS）がミトコンドリア膜間腔に放出される可能性がある（類似性による）。ミトコンドリアゲノムの維持に役割を果たします（PubMed:20974897、PubMed:18158317）。
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	HeLa 細胞溶解物中の OPA1 発現のウェスタン ブロット分析。

